


３年美術科　学習指導案　授業者　桐山瞭子 
１　題材の概要

題材名「今の自分」「なりたい自分」 ～「今の自分」または「なりたい自分」をテーマに、“自我の像”に挑戦！！～

　　　　A表現(１）ア「感じ取ったことや考えたことなどを基にした発想や構想」

目標 評価規準 評価資料

知識
技能

「今の自分」または「なりたい自分」と
いうテーマから、作品全体の構図や世界
観、形や色彩に着目し、絵の具などふさ
わしいと考える用具を選び、その特性を
生かして表す。

テーマをもとに、形や色彩などに着目し、
絵の具などふさわしいと考える用具の特性
を生かして表そうとしている。

授業ワーク
シート
作品
授業観察

思考
判断
表現

自分自身の心の内面や、それをもとにし

たイメージから、今の自分の気持ちや未

来への思いを表すなど、構想を練った

り、鑑賞したりする。

テーマから考える自分の思いについて、心
の内面やそのイメージをもとに、今の気持
ちやこれまでの経験から構想を練ったり、
鑑賞したりしている。

授業ワーク
シート
作品
授業観察

主体的に
学習に

取り組む
態度

自分自身の心の中を見つめ、テーマから

イラストボードに自分なりの表現で表す

ことに関心を持ち、意欲的に取り組む。

自分自身の心の中を見つめ、自分なりの表
現に関心を持ち、意欲的に取り組んでい
る。

授業ワーク
シート
作品
授業観察



２　題材の展開

１ ・題材オリエンテーション
・マインドマップで「自分って？」という問いに向き合う

２ ・マインドマップ続き
・アイデアスケッチワークシートに、マインドマップや参
　考作品をもとにして思い浮かんだものを描いていく

３ ・先輩の作品から作品に込められた思いを読み取る
・本番用のイラストボードで作品構想を練る

４ ・マインドマップ、アイデアスケッチなどを進めたり、
　振り返ったりしながら構想を練り、本番の制作を進める

５ ・作品制作続き
・“自我の像”を表現するための支えとなるものの共有
・今、この時期に自分をテーマにした作品に向き合う意味
　について考える

６ ・“自分”を表現した作家紹介①
・作品制作続き

７ ・“自分”を表現した作家紹介②
・作品制作続き

８～
10 作品制作(第９時に途中経過相互鑑賞)

11 作品仕上げ

1. これまで取り組んだマインドマップ、ア
イデアスケッチ、作品を振り返り、制作
を進める。（20分）

2. “自我の像”の作品について、それぞれ
の表現の支えとなっているものについて
ロイロノートで提出。（10分）

3. ロイロノートで提出された内容の詳細を
数名が発表。お互いの気持ちを知った
り、表現するにあたってのヒントを得た
りする。今この時期に自分をテーマにし
た作品に向き合う意味について考え、提
出したら制作の続きを行う。（15分）

4. 授業のふりかえりを書く。（5分）

題材の流れ（全11時間） 本時（５／11時）の流れ

本時の目標
自分をテーマにした作品の表現の支えとなっているものに
目を向け、その意味や理由について考えることで作品への
思いを深める。



②創造的思考

・自分がテーマとなった作品を、　どう

表現するか

・自分の表現としてふさわしいと　思う

画材を考える

美術科研究授業での、創造的活動×創造的思考×教科の見方・考え方

①創造的活動

「今の自分」「なりたい自分」か

らテーマを選択し、“自我の像”
を制作する。

③造形的な見方・考え方

テーマをもとに、何を用いて自分を

表現しようと考えるか。現在の感

情、これまでの経験を活かす。

「自我」それぞれの人の中に存在し、目には見えないもの

 「像」 形があり、目に見えるもの

 ＝目に見えないものを“自分自身”の
　　　　　表現として形に起こす作品



生徒に示した“自我”と“像”それぞれの意味



生徒に示した“自我の像”作品について





生徒に提示した教材　日本文教出版 美術2・3下学びの探究と未来ｐ８～13・16・17



生徒に提示した教材　秀学社 美術資料ｐ40・41・90・91





使用ワークシート（「自分って？」の問いに向き合うマインドマップ／作品アイデアスケッチ用紙）



第３時“思い”を読み取った先輩方の作品２点

前年度３学年作品：「今の自分」「なりたい自分」～テーマから選択して空想画に挑戦！！～

今の自分 なりたい自分



先輩の作品の読み取り生徒の解答一例（ロイロノート使用）



使用ワークシート（学習目標・制作テーマ・振り返り）











授業者より

中学校の教員となり、進路選択を目前にした中学３年生の美術の時間を毎年担当してきた中で、ど

んなに不安で苦しくとも、生徒は自分の未来、これからを信じたいという思いを持っていることを、

様々な題材を通して感じてきました。現状から逃げずに、つらさ、苦しさに気づき、向き合うことで「こ

んな風になれたら」という希望や願いに結び付くものなのだとも感じてきました。本題材は、そんな

経験から生まれた実践です。

中学３年生の生徒たちは思春期真っ只中であり、個人差はあるものの、多感な時期は「良い」「楽し

い」「辛い」「嫌だ」というそれぞれの感情が激しく動く時期です。普段の何気ないことにもイライラし

たり、だからこそちょっとしたことがこれまでの何倍も嬉しかったり、感受のアンテナを張り巡らせて

いる時期だと思っています。

自信が無いから持つ、ないものねだり、希望、願いが、生徒たちの現実からきっと少しだけ夢の存

在でいられる美術科での学びによって、豊かな創作意欲や、これまでにない喜びや経験となれば

…という、授業者自信の願いも込めた実践です。

多くのご意見をいただけましたら幸いです。



＜研究授業で共有したい問い＞

①授業での創造的思考は、どこに、どのように表れているか、それをどう

　引き出されていたか？

②創造的活動が教科の学びに、どこに、どのように活かされているか？

本日はお忙しいところ、ご参会まことにありがとうございます。

どうぞ最後まで、よろしくお願い申し上げます。

お茶の水女子大学附属中学校

美術科：桐山　瞭子


